
30 31

◎ペット用の備蓄品と持ち出す際の優先順位の例

 優先順位１　常備品と飼い主やペットの情報

　● 療法食、薬

　● フード、水（少なくとも５日分［できれば 7 日分以上が望ましい］）　　  

　● 予備の首輪、リード（伸びないもの）

　● 食器

　● ガムテープ（ケージの補修など多用途に使用可能）

　● 飼い主の連絡先とペットに関する飼い主以外の緊急連絡先・預かり

　 先などの情報

　● ペットの写真（携帯電話に画像を保存することも有効）

　● ワクチン接種状況、既往症、健康状態、かかりつけの動物病院など

　 の情報　

　 優先順位2　ペット用品

　● ペットシーツ

　● 排泄物の処理用具

　● トイレ用品（猫の場合は使い慣れたトイレ砂）

　● タオル、ブラシ

　● おもちゃ

　● 洗濯ネット（猫の場合）など

　震災初期にはペット用の救援物資を運ぶ車両が緊急車両として認め

られず、ガソリン不足も加わり救援物資がすぐに届かなかったという報

告もある。

東日本大震災での事例
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ペット用備蓄品の例

ペット用備蓄品（犬用）の例

ペット用備蓄品（猫用）の例

ペット用備蓄品保管袋に付けられた個体情報の例
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